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【
公
布
さ
れ
た
条
例
等
の
あ
ら
ま
し
】

●

建
築
士
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
規
則
第
二
十
八
号
）

一

二
級
建
築
士
名
簿
及
び
木
造
建
築
士
名
簿
の
登
録
事
項
か
ら
、
生
年
月
日
及
び
性
別
を
除
く
こ
と

と
し
た
。

二

免
許
申
請
書
の
様
式
に
つ
い
て
、
建
築
士
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
所
要
の
整
理
を
行
う
こ
と
と
し

た
。

三

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
二
に
つ
い
て
は
、

同
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

●

建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
規
則
第
二
十
九
号
）

一

建
築
基
準
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
所
要
の
整
理
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

二

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

●

宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
規
則
第
三
十
号
）

一

営
業
保
証
金
の
取
戻
し
に
係
る
届
出
の
様
式
に
つ
い
て
、
官
報
の
発
行
の
方
法
等
が
定
め
ら
れ
た

こ
と
に
伴
う
所
要
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

二

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

●

徳
島
県
会
計
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
規
則
第
三
十
一
号
）

一

定
例
的
に
支
払
を
す
る
経
費
の
う
ち
資
金
前
渡
担
任
者
が
口
座
振
替
の
方
法
に
よ
り
支
払
を
行
う

も
の
に
係
る
資
金
前
渡
を
す
る
資
金
の
限
度
額
を
改
め
る
こ
と
と
し
た
。

二

一
の
経
費
に
係
る
資
金
前
渡
の
精
算
等
の
手
続
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

三

物
品
出
納
簿
の
記
載
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
、
官
報
の
発
行
の
方
法
が
定
め

ら
れ
た
こ
と
に
伴
う
所
要
の
整
理
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

四

公
の
施
設
の
利
用
に
つ
き
徴
収
す
る
使
用
料
に
つ
い
て
、
口
頭
、
掲
示
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
納

入
の
通
知
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。

五

授
業
料
を
直
接
収
納
し
た
と
き
は
、
領
収
証
書
を
交
付
す
る
こ
と
と
し
た
。

六

そ
の
他
所
要
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

七

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。



徳
島
県
規
則
第
二
十
八
号

建
築
士
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
三
月
二
十
八
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

建
築
士
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

建
築
士
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
五
年
徳
島
県
規
則
第
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る

。
第
五
条
第
二
号
中
「
、
生
年
月
日
及
び
性
別
」
を
削
る
。

様
式
第
一
号
中
「数

字
は

」
を
「数

字
は

」
に
、
「

※
欄

」
を
「

※
欄

」
に
、
「

□

」
を

，
、

，
、

，

「

□

」
に
、
「欄

は

」
を
「欄

は

」
に
、
「私

は

」
を
「私

は

」
に
、
「

本
籍

」
を
「

、
，

、
，

、
，

、

本
籍

」
に
、
「添

え

」
を
「添

え
」
に
、
「

か
つ

」
を
「

か
つ

」
に
、
「

横

」
を
「

，
、

，
，

、
、

，
、

横

」
に
、
「禁

錮

」
を
「拘

禁
刑

」
に
、
「

そ
の

」
を
「

そ
の

」
に
、
「

又
は

」
を
「

又
は

」

，
、

，
、

に
、
「

二
級
建
築
士

」
を
「

二
級
建
築
士

」
に
、
「

判
断

」
を
「

判
断

」
に
改
め
る
。

，
、

，
、

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
様
式
第
一
号
の
改
正
規
定
は
、
同
年

六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



徳
島
県
規
則
第
二
十
九
号

建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
三
月
二
十
八
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

建
築
基
準
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
七
年
徳
島
県
規
則
第
七
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

十
四
条
第
二
項
第
二
号
中
「
第
六
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
六
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



徳
島
県
規
則
第
三
十
号

宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
三
月
二
十
八
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
細
則
（
昭
和
五
十
六
年
徳
島
県
規
則
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

様
式
第
四
号
中
「

同
条
第
３
項

」
を
「

同
条
第
３
項

」
に
、
「

該
当
す
る

」
を
「

該
当
す
る

，
、

，
、

」
に
、
「登

載
さ
れ
て
い
る
官
報

」
を
「掲

載
さ
れ
て
い
る
官
報
の
当
該
公
告
に
係
る
電
磁
的
官
報
記
録

に
係
る
情
報
を
複
写
し
た
フ
ァ
イ
ル

（官
報
の
発
行
に
関
す
る
法
律

（令
和
５
年
法
律
第
８
５
号

）第
５

条
第
５
項
後
段
の
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
方
法
に
よ
り
複
写
さ
れ
た
も
の
に
限
る

。

）若
し
く
は
当
該
フ

ァ
イ
ル
を
印
刷
し
た
も
の
又
は
電
磁
的
官
報
記
録
を
記
載
し
た
書
面

（同
法
第
１
０
条
に
規
定
す
る
電
磁

的
官
報
記
録
を
記
載
し
た
書
面
を
い
う

。

）
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



徳
島
県
規
則
第
三
十
一
号

徳
島
県
会
計
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
三
月
二
十
八
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

徳
島
県
会
計
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

徳
島
県
会
計
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
徳
島
県
規
則
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
六
条
第
四
項
中
「
の
各
号
」
を
削
り
、
同
項
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一

号
を
加
え
る
。

五

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
百
二
十
五
条

の
規
定
に
よ
り
公
の
施
設
の
利
用
に
つ
き
徴
収
す
る
使
用
料

第
十
六
条
の
四
の
見
出
し
を
「
（
出
納
機
関
の
確
認
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
審
査
し
な
け
れ
ば
」
を

「
確
認
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
第
三
項
中
「
そ
の
他
次
の
各
号
に
掲
げ
る
歳
入
」
を
「
並
び
に
県
税
及
び
こ
れ
に
伴
う
県
税

外
諸
収
入
（
総
合
県
民
局
又
は
徳
島
県
東
部
県
税
局
の
窓
口
に
お
い
て
収
納
す
る
も
の
に
限
る
。
）
」
に

改
め
、
同
項
各
号
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
歳
入
を
収
納
し
た
と
き
は
納
入
通

知
書
の
領
収
欄
に
領
収
印
（
別
表
第
五
）
を
押
し
、
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
歳
入
を
収
納
し
た
と
き
は
」

を
「
前
項
の
規
定
に
よ
り
県
税
又
は
こ
れ
に
伴
う
県
税
外
諸
収
入
を
直
接
収
納
し
た
と
き
は
、
」
に
、
「

そ
れ
ぞ
れ
当
該
歳
入
」
を
「
当
該
県
税
又
は
こ
れ
に
伴
う
県
税
外
諸
収
入
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
の
四
第
一
項
中
「
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う

。
）
」
を
「
法
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
第
三
項
中
「
そ
れ
ぞ
れ
繰
り
越
し
た
日
後
十
五
日
以
内
に
」
を
削
る
。

第
二
十
七
条
の
三
第
一
項
の
表
第
二
号
中
「
及
び
第
四
号
」
を
「
か
ら
第
五
号
ま
で
」
に
、
「
次
長
（

」
を
「
副
本
部
長
又
は
次
長
（
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
の
六
中
「
区
分
」
を
「
経
費
の
区
分
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三

定
例
的
経
費
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

一
箇
月
分
の
所
要
予
定
金
額
（
支
払
期
日
が

定
ま
つ
て
い
る
経
費
に
あ
つ
て
は
、
当
該
支
払
期
日
ご
と
の
所
要
予
定
金
額
）

第
二
十
七
条
の
六
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を

加
え
る
。

四

定
例
的
経
費
（
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
預
金
口
座
を
設
け
て
い
る
資
金
前
渡
担
任
者
が
口
座

振
替
の
方
法
に
よ
り
支
払
を
す
る
も
の
に
限
る
。
）

六
箇
月
分
（
第
二
十
七
条
第
十
四
号
に
掲
げ

る
経
費
に
あ
つ
て
は
、
十
二
箇
月
分
）
の
所
要
予
定
金
額

第
二
十
七
条
の
九
の
見
出
し
を
「
（
資
金
前
渡
金
の
整
理
等
）
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え

る
。

３

定
例
的
経
費
（
第
二
十
七
条
の
六
第
四
号
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
当
該
経
費
に
係
る
所
要
予
定

金
額
の
算
定
の
基
礎
と
し
た
期
間
が
一
箇
月
を
超
え
る
も
の
に
限
る
。
）
の
資
金
前
渡
担
任
者
は
、
口

座
振
替
の
方
法
に
よ
り
支
払
を
し
た
日
か
ら
十
日
以
内
に
、
当
該
支
払
を
し
た
日
現
在
に
お
け
る
資
金

前
渡
金
の
出
納
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
書
類
及
び
第
二
十
七
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
預
金
の

通
帳
の
写
し
を
支
出
命
令
権
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
四
条
第
一
項
中
「
以
内
に
」
の
下
に
「
精
算
を
し
」
を
加
え
、
「
）
を
支
出
命
令
権
者
」
を
「

）
に
関
係
書
類
を
添
え
て
、
支
出
命
令
権
者
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
つ
い
て
は
」
を
「
あ
つ
て
は



」
に
、
「
あ
つ
て
は
、
三
箇
月
」
を
「
あ
つ
て
は
三
箇
月
、
定
例
的
経
費
（
第
二
十
七
条
の
六
第
四
号
に

掲
げ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
当
該
経
費
に
係
る
所
要
予
定
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
し
た
期
間
が
一
箇
月
を
超

え
る
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
資
金
に
あ
つ
て
は
当
該
経
費
に
係
る
所
要
予
定
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
し

た
期
間
に
相
当
す
る
期
間
」
に
、
「
精
算
調
書
を
」
を
「
精
算
を
し
、
精
算
調
書
に
関
係
書
類
を
添
え
て

、
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
以
内
に
」
の
下
に
「
精
算
を
し
」
を
加
え
、
「
を
支
出
命
令
権
者
」
を

「
に
関
係
書
類
を
添
え
て
、
支
出
命
令
権
者
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
の
各
号
」
を
削
り
、
「
経
費

に
」
を
「
経
費
の
う
ち
交
付
を
受
け
た
資
金
と
当
該
資
金
に
係
る
精
算
調
書
の
精
算
額
と
が
同
額
で
あ
る

も
の
に
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

そ
の
他
知
事
が
定
め
る
経
費

第
四
十
七
条
の
三
の
見
出
し
を
「
（
歳
入
徴
収
権
者
等
が
備
え
る
べ
き
帳
簿
等
）
」
に
改
め
、
同
条
中

「
を
備
え
」
を
「
そ
の
他
必
要
な
書
類
を
備
え
」
に
改
め
る
。

第
九
十
一
条
第
二
項
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三

新
聞
、
雑
誌
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の

別
表
第
五
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
五

削
除

別
表
第
八
そ
の
一
の
表

の
項
中
「
契
約
書
の
作
成
を
省
略
す
る
も
の
、
」
を
削
り
、
同
そ
の
一
の
表

12

の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

20

契
約
を
締
結
す

申
請
書
等
及
び

貸
付
金

る
と
き
。

契
約
金
額

契
約
書
又
は
確

20

約
書

様
式
目
次
中
「
そ
の
二

授
業
料
納
入
通
知
書

を
「
そ
の
二

納
入
通
知
書
（
払
込
書
）
」
に

そ
の
三

納
入
通
知
書
（
払
込
書
）
」

改
め
る
。

様
式
第
十
号
中
そ
の
二
を
削
り
、
そ
の
三
を
そ
の
二
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



徳
島
県
訓
令
第
四
号

庁

中

一

般

東

部

各

局

各

セ

ン

タ

ー

等

各

総

合

県

民

局

徳
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

徳
島
県
収
用
委
員
会
事
務
局

徳
島
県
職
員
研
修
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
三
月
二
十
八
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

徳
島
県
職
員
研
修
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

徳
島
県
職
員
研
修
規
程
（
平
成
七
年
徳
島
県
訓
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
中
「
階
層
別
に
」
を
「
採
用
、
昇
任
、
昇
格
等
に
基
づ
く
職
員
の
階
層
別
に
又
は
職
員
の
選
択

に
基
づ
い
て
」
に
改
め
、
「
と
し
、
そ
の
種
別
及
び
対
象
者
は
次
の
と
お
り
」
を
削
り
、
同
条
各
号
を
削

る
。第

九
条
中
「
た
だ
し
、
特
別
研
修
に
つ
い
て
は
」
を
「
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
必
要
と
認
め
る
と
き
は

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。


